
初
穂
講
大
祭

十
二
月
一
日
斎
行

天
照
大
神
が
穀
神
か
ら
五
穀
の
種
子
を
受
け
播
種
・
収
穫
さ
れ
た
の
が
日
本

の
農
業
の
起
源
神
話
。
な
か
で
も
稲
は
神
聖
な
穀
物
と
さ
れ
ま
し
た
。
農
作
物

の
な
か
で
も
米
に
特
別
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
単
に
日
本
人
の
主

食
で
あ
る
こ
と
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
米
は
「
小
目
」
と
も
い

い
ま
す
。
一
粒
一
粒
の
米
の
な
か
に
も
神
々
の
御
霊
が
こ
も
っ
て
お
り
、
こ
れ

を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
威
を
身
に
受
け
、
一
人
一
人
が
神
々
と
一
体
に
な

る
と
い
う
の
が
日
本
人
古
来
の
考
え
方
で
あ
り
、
こ
れ
を
私
た
ち
は
無
意
識
の

う
ち
に
感
じ
て
い
る
の
で
す
。

農
は
立
国
の
大
本
で
あ
り
、
食
生
活
な
く
し
て
人
間
生
活
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
農
業
が
産
業
の
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
米
作
り
を
中
心

と
す
る
農
業
は
社
会
の
存
立
の
基
盤
で
す
。
食
糧
自
給
率
の
改
善
と
と
も
に
地

産
地
消
を
心
が
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ

し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
が
身
近

に
農
が
あ
る
と
こ
ろ
で
生
活
で
き
、
農
の

大
切
さ
を
実
感
で
き
る
世
の
中
を
失
う
こ

と
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
卒

業
れ
な
く
し
て
は
伝
統
的
な
生
活
文
化
を

守
る
こ
と
に
困
難
で
す
。

新
嘗
祭
は
農
作
物
の
収
穫
と
太
陽
の
恵

み
に
感
謝
す
る
祭
典
で
あ
り
、
全
国
の
神

社
で
行
わ
れ
る
大
祭
で
す
。
一
般
の
神
社

で
は
十
一
月
二
十
三
日
ま
た
は
そ
の
前
後

に
新
嘗
祭
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
近
江
神
宮

で
は
毎
年
十
二
月
一
日
、
初
穂
講
大
祭
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
五
年
、
滋
賀
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
を

中
心
に
近
江
神
宮
初
穂
講
が
結
成
さ
れ
、
県
内
各
農
協
を
通
じ
て
一
家
に
一
升

の
初
穂
米
の
献
納
を
呼
び
か
け
、
各
農
家
か
ら
奉
納
い
た
だ
き
、
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。
近
年
は
米
作
り
農
家
の
減
少
と
と
も
に
初
穂
米
・
講
員
も
減
少
傾

向
で
す
が
、
県
内
各
地
よ
り
収
穫
米
を
初
穂
と
し
て
大
前
に
奉
献
、
感
謝
の
誠

を
捧
げ
、
あ
わ
せ
て
明
く
る
年
の
豊
饒
を
祈
願
し
ま
す
。

本
年
も
祭
典
で
は
滋
賀
県
農
協
中
央
会
会
長
が
献
幣
使
と
し
て
祭
文
を
奏
上

し
、
感
謝
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。
滋
賀
県
内
旧
郡
単
位
十
二
地
域
の
代
表
と
し

て
農
協
役
員
が
献
米
使
と
な
り
采
女
と
と
も
に
装
束
を
着
用
し
て
初
穂
米
奉
献

の
儀
を
奉
仕
、
ま
た
献
餅
使
に
よ
る
餅
の
奉
納
も
行
わ
れ
、
愛
荘
町
特
産
の
自

然
薯
も
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

巳
・
蛇
の
故
事
と
こ
と
ば

明
年
、
平
成
二
十
五
年
は
癸
巳
の
年
。
巳
は
動
物
で
は
蛇
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

蛇
は
古
く
は
「
へ
み
」
と
も
発
音
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
「
み
」
に
通
ず
る
と
も
い

わ
れ
ま
す
。
漢
字
の
巳
も
蛇
の
形
を
か
た
ど
っ
た
も
の
と
さ
れ
ま
す
。
有
毒
な

種
類
も
多
く
、
気
味
の
悪
い
動
物
と
し
て
人
間
に
は
嫌
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
執
念
深
い
も
の
、
不
吉
な
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

こ
と
わ
ざ
な
ど
に
は
よ
く
な
い
意
味
で
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
曲
っ
た
も
の
の

代
表
と
し
て
「
蛇
は
竹
筒
に
入
れ
て
も
真

っ
直
ぐ
に
な
ら
ぬ
」
ま
た
「
藪
を
つ
つ
い

て
蛇
を
出
す
（
藪
蛇
）
」
な
ど
出
会
い
た

く
な
い
も
の
の
代
表
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
ば
で
す
。

そ
の
反
面
、
何
度
も
脱
皮
し
て
若
返
る

こ
と
か
ら
再
生
と
不
死
身
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
考
え
ら
れ
、
水
の
神
と
し
て
の
呪
力
、

近
江
神
宮
日
供
神
饌
講
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家
の
守
護
神
な
ど
「
蛇
の
皮
を
財
布
に
入
れ
て
お
く
と
お
金
が
た
ま
る
」
「
家

に
蛇
が
い
る
と
栄
え
る
」
「
蛇
の
夢
は
吉
兆
」
な
ど
の
縁
起
の
よ
い
面
も
よ
く

信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
蛇
（
じ
ゃ
）
の
目
の
紋
は
霊
力
を
持
つ
紋
と
し
て
喜
ば

れ
、
和
傘
の
代
名
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

時
計
技
能
競
技
全
国
大
会

十
一
月
二
十
二
日
、
近
江
神
宮
境
内
の
近
江
勧
学
館
で
、
全
日
本
時
計
宝
飾

眼
鏡
小
売
協
同
組
合
の
主
催
に
よ
り
、
第
二
十
五
回
時
計
技
能
競
技
全
国
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
大
会
は
、
時
計
修
理
の
技
能
継
承
と
技
術
の
向
上
を

目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
行
事
で
、
過
去
、
隔
年
に
東
京
と
大
津
で

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
十
五
年
以
降
は
諏
訪
で
行
わ
れ
た
昨
年
を
除
き
、
毎

年
当
神
宮
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

機
械
時
計
と
ク
オ
ー
ツ
の
修
理
技
能
を
競

う
第
一
部
門
と
ク
オ
ー
ツ
時
計
の
み
の
第
二

部
門
と
に
分
か
れ
、
数
か
所
の
故
障
個
所
が

設
け
ら
れ
た
時
計
を
顕
微
鏡
を
覗
き
な
が
ら

故
障
個
所
を
発
見
し
、
五
十
種
類
に
の
ぼ
る

工
具
を
用
い
て
修
理
し
、
そ
の
速
さ
と
正
確

さ
を
競
い
ま
す
。
今
回
は
各
メ
ー
カ
ー
の
技

術
者
な
ど
二
十
九
名
が
参
加
し
、
第
一
部
門

は
セ
イ
コ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

の
伊
藤
一
季
氏
、
第
二
部
門
は
セ
イ
コ
ー
エ

プ
ソ
ン
株
式
会
社
塩
尻
事
業
所
の
相
馬
弘
希

氏
が
優
勝
し
ま
し
た
。

近
江
神
宮
の
時
計
眼
鏡
宝
飾
専
門
学
校
の
学
生
は
過
去
、
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
こ
と
が
多
く
、
特
に
一
昨
年
ま
で
三
年
連
続
で
在
校
生
か
卒
業
生
が
第
一

部
門
に
優
勝
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
優
勝
・
準
優
勝
な
ど

の
優
秀
成
績
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

か
る
た
名
人
位
・
ク
イ
ー
ン
位
決
定
戦

明
年
の
か
る
た
名
人
戦
は
、
平
成
十
一
年
に
二
十
歳
に
し
て
史
上
最
年
少
名

人
と
な
り
、
そ
の
年
か
ら
前
人
未
到
の
十
四
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
西
郷
直
樹
名

人
が
十
月
に
名
人
位
を
辞
退
し
た
た
め
、
東
日
本
予
選
で
優
勝
し
た
千
代
間
大

和
五
段
と
西
日
本
予
選
の
優
勝
者
の
岸
田
諭
六
段
と
の
名
人
位
を
か
け
た
争
奪

戦
と
な
り
ま
す
。

ク
イ
ー
ン
位
戦
は
昨
年
ま
で
と
同
様
、
中
学
三
年
の
と
き
に
史
上
最
年
少
ク

イ
ー
ン
と
な
っ
た
楠
木
ク
イ
ー
ン
が
九
連
覇
を
か
け
て
挑
戦
を
受
け
ま
す
。
今

回
は
前
回
の
挑
戦
者
の
姉
の
本
多
未
佳
六
段
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

年
末
年
始
の
祭
典
等

十
二
月
十
三
日
午
前
九
時

門
松
立
て

十
二
月
二
十
日
午
前
九
時

煤
払
祭

十
二
月
二
十
三
日
午
前
十
時

天
長
節
祭

十
二
月
三
十
一
日
午
後
三
時

年
越
大
祓
式
（
続
い
て
）
除
夜
祭

一
月
一
日
午
前
〇
時

歳
旦
祭
（
さ
い
た
ん
さ
い)

一
月
一
日
午
前
七
時
二
分

初
日
の
出
遥
拝
式

一
月
二
日
午
前
八
時
三
十
分

日
供
始
祭
（
に
っ
く
は
じ
め
さ
い
）

一
月
三
日
午
前
八
時
三
十
分

元
始
祭
（
げ
ん
し
さ
い
）

一
月
五
日
午
前
十
時

か
る
た
名
人
位
ク
イ
ー
ン
位
決
定
戦

一
月
七
日
午
前
九
時

昭
和
天
皇
祭
遙
拝
式

一
月
十
日
午
前
八
時
三
十
分

天
智
天
皇
祭
（
天
智
天
皇
の
ご
命
日
）

一
月
十
三
日
午
前
九
時

か
る
た
祭
・
高
松
宮
記
念
杯
全
国
歌
か
る
た
大
会

一
月
十
五
日
午
前
十
時

古
神
札
焼
納
祭

二
月
三
日
午
前
十
時

節
分
祭

二
月
十
一
日
午
前
十
時

紀
元
節
祭

講
社
通
信
は
近
江
神
宮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
カ
ラ
ー
で
見
ら
れ
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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